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足 立区ホームページ携帯向け
サイトへの二次元コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

区長へのファクス　FAX3880- 5678
あだち広報は毎月10日・25日、
ズームアップは奇数月発行

今号の
主な内容

2
・
3

面
一

講演会「あなたのお酒の飲み
方は、大丈夫ですか」/18 年
度足立区功労者

4
・
5
面

耐震相談・助成の案内/はる
かぜ綾瀬駅東口～東和五丁目～
亀有駅南口路線運行開始

6
・
7
面
一

国民年金保険料免除のお知ら
せ/10月16日～22日は行政相
談週間/ 催し物案内

8
面乳がんの早期発見、早期治療

収支は、昨年度に引き続き良好
～17年度普通会計決算～ お問い合わせは、財政課へ

‘ 2111・3880 ―5814区の17年度普通会計決算がまとまりまし
た。歳入は2, 235億円、歳出は2, 183億円
で、歳入・歳出いずれも、前年度比で5%
を超える増となりました。また、1 年間の
実質収支は47億円の黒字で、昨年度を下回
りましたが、引き続き良好な水準を保って
います( 表1) 。現在、17年度決算は、18
年第3 回足立区議会定例会で審議されてい
ます。

レ普通会計決算は、総務省の定める基準
で整理したものです。他自治体の財政
状況と比較することができます。

卜記事中の金額などは、表示単位未満を
端数調整していないため、加減乗除した
金額には一致しない場合があります。

レくわしくは、区のホームペ ージで公表
します。

表1 普通会計決算総括表( 増減串を除き、単位: 億円)

※ ( ☆) には 、表示単位未満あり。△ は、減を表す。

o
e

収入は国や都からの交付金に依存

歳入総額では、都区財
政調整交付金( 者5が課税
している固定資産税など
から区へ交付されるお
金) が前年度比で、3 億
円減の919億円でした。
これは、自主財源( 区が
独自に調達する財源) で
ある特別区税の約26 倍
にもなり、全体の構成比
でも411% を占めていま
す(図1) 。

図1 財源別歳入決算額

【一般財源】… 使途が特定されず、どのような経費にも使用することができる財源
【特定財源】・‥ 使途が特定され、特定の経費にのみ使用できる財源

特別区税収入は8 年ぶりの増額

歳入の根幹を成す特別
区税が8 年ぶりの増額と
なりました。しかし、これ
は主に税制改正によるも
ので、自主財源の確保と
いう点では依然、厳しい
状況にあります( 図2) 。
特 別区税の内 訳は、前

年度比で特別区民税と軽
自動車税が共に39% 増、
たばこ税が11% 増 で、全
体 で は35% 増、12億 円
の増収となりました。

図2 特別区税の推移

歳
出

民生費が昨年度に引き続き、1, 000億円を突破

歳出総額では、生活保
護費や児童手当の増など
で、民生費が前年度比で5
億円増の1, 025億円と
なりました。
また、土木費は竹の塚

鉄道立体化基金積立など
で、前年度比で45億円増
の247億円 となっていま
す(図3) 。

図3 日的別歳出決算額

17年度予算の主な使い道
表317 年度の主な事業 ( 単位: 百万円)

▲ あだち産業センター

将来に備え預貯金( 積立金) を増額
家計でいうと預貯金にあたる積立金が前年度比で104億円

増えました。
また、借金にあたる特別区債の現在高と債務負担額の合計
は3 億円の減にとどまりました。しかし、預貯金の約33 倍
残っているため、将来への負担は大きいと言えます( 表2) 。
表2 将来にわたる実質的な財政負担 ( 増減率を除き、単位: 億 円)

奈△ は 、減を表す。

決算歳出総額を1, 000円に例えると
レ高齢者や体の不自由な方への福祉など… 238円( 民生費)

レ校舎整備や生涯学習など… 156円( 教育費)

冫保育園、児童館など… 130円( 民生費)
レ防災対策、選挙、広報・広聴など… 113円( 総務費)

レ道路や公園の整備など… 113円( 土木費)

卜国保会計など区が負担する他会計の経費など… 101円( 民生費)
レ保健所の運営や清掃事業など… 71円( 衛生費)

レ区が借り入れた特別区債の償還など… 61円( 公債費)

レ地域産業の振興や消費者保護など… 13円( 商工費)
レ議会の運営… 4 円( 議会費)

10月の 区 役 所 休 日 開 庁 日 10月22日(日)、午前9時～午後4時
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込 み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は 申し 込み係名など)

糸記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区 の ホ ー ムペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、10月11日受付開始

健
康
・
衛
生

出
前
講
座
「
食
品
衛
生
情
報
」

対
象
H
区
内
在
住
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

内
容
H
区
職
員
に
よ
る
食

中
毒
予
防
や
食
品
の
表
示
な
ど
に
関

す
る
講
座

※
開
催
場
所
は
グ
ル
ー

プ
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

日
電
話

申
・
問
先
日
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
Q
U

中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
う
講
演
会

・
精
神
保
健
講
演
会
「
う
つ
病
の
最

新
薬
物
療
法
」

日
時
1
1
1
一
月
9
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

内
容
H
う
つ
病
治
療
に
欠
か

せ
な
い
薬
の
最
新
情
報
、
う
つ
病
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
ほ
か

講
師

卜
坂
元
薫
氏
(
東
京
女
子
医
科
大
学

助
教
授
)
定
員
卜
8
0人
(
先
着
順
)

・
思
春
期
講
演
会
「
思
春
期
外
来
か

ら
み
た
1
0代
の
こ
こ
ろ
」

日
時
1
1
1
一
月
1
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
日
専
門
医
が

語
る
思
春
期
の
心
の
現
状
・
課
題
・

対
策

講
師
卜
成
田
奈
緒
子
氏
(
文

教
大
学
教
育
学
部
助
教
授
)

定
員

卜
4
0人
(
先
着
順
)

い
ず
れ
も

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
日
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

講
演
会
「
炎
症
性
疾
患

(潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク

ロ
ー
ン
病
)
の
最
新
治
療

」

日
時
日
1
0
月
3
0
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
H
病
気
へ
の

理
解
と
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
ほ
か

講
師
H
高
添
正
和
氏
(
社
会
保
険
中

央
総
合
病
院
内
科
医
)

定
員
H
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
日
電
話

場
・

申
・
問
先
日
東
和
保
健
総
合
セ
ン

タ
1

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

講
演
会
「
難
病
在
宅
療
養

者
の
災
害
時
保
健
医
療
」

日
時
犬
1
1
1
1

一
月
2
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
難
病
在
宅

療
養
者
と
そ
の
家
族
・
関
係
者

内

容
H
地
震
な
ど
災
害
時
の
支
援
体
制

を
学
ぶ

講
師
H
菅
又
昌
実
氏
(
首

都
大
学
東
京
教
授
)

定
員
H
4
0
人

(先
着
順
)

申
込
H
電
話

場
・

申
・
問
先
卜
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

歯
周
病
健
診

日
時
日
1
0
月
2
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0
分
受
け
付
け
対
象
目

2
0
～
3
9
歳
(
年
度
末
年
齢
)
の
区
民

内
容
卜
歯
周
病
な
ど
相
談
/
歯
間
ブ

ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う
じ
な
ど
の
補
助

用
具
を
使
っ
た
実
習

定
員
卜
3
0人

(先
着
順
)

申
込
卜
電
話

場
・

申
・
問
先
日
江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
の
催
し
物

・

慢
性
肝
炎
療
養
者
交
流
会

日
時
=
1
0
月
1
6
日
㈲

、
午
後
1

時
3
0

分
～
3

時

内
容
=

同
じ
病
気
の
悩

み
を
持
つ
方
の
情
報
交
換
や
学
習
を

す
る
会

奉
思
春
期
セ
ミ
ナ
ー

「
考
え
よ
う
!

子
ど
も
の
心
」
(
2
日
制
)

日
程
等
H

▽
1
0月
2
1
日
倒

、
午
前
1
0

時
～
正
午
…
子
ど
も
の
心
の
病
気
を

知
ろ
う
(

岡
田
謙
氏

〈
く
じ
ら
ホ
ス

ピ
タ
ル
院
長

〉
)

▽
1
0月
3
1
日
㈹

、

午
後
2

時
～
4

時
…
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ッ
を
学
ぼ

う
(

澤
崎
俊
之
氏

〈
埼
玉
大
学
教

授

〉)

定
員
日
4
0
人
(

先
着
順
)

・

江
北
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム

日
時
H

毎
週
木
曜
日

、
午
前
9

時
3
0

分
～
一
1
1
1
1

一
時
3
0
分

対
象
=

外
に
出
る

の
が
苦
手

、
対
人
関
係
に
不
安
が
あ

る
な
ど
の
心
の
悩
み
を
持
つ
1
6～
3
5

歳
位
の
方

内
容
日
少
人
数
グ
ル

ー

プ
に
よ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

・

思
春
期
家
族
会

日
時
H
毎
月
第
1
金
曜
日
、午
後
2

時
3
0
分
～
4
時
(
変
更
あ
り
)
対

象
H

不
登
校
や
引
き
こ
も
り

、
強
迫

行
為

、
摂
食
障
害
な
ど
、
子
ど
も
の

問
題
に
悩
む
家
族

内
容
H

話
し
合

い
と
学
習

講
師
日
田
熊
喜
代
巳
氏

(
臨
床
心
理
士
)

・

江
北
幼
児
教
室
参
加
者
募
集

日
時
几
…
J
月
2
7
日
～
1
9
年
3
月
2
3
日

ま
で
の
毎
月
1
回
金
曜
日
、午
前
1
0

時
～
一
1
1
1
1
一
時
対
象
卜
1
7
年
5
月
～
1
0

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
原
則
と
し
て
6

ヵ
月
間
継
続
し
て

参
加
で
き
る
方

内
容
日
親
子
遊
び

や
子
育
て
に
関
す
る
学
習
を
と
お
し

て

、
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
る

※
保

護
者
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
お
よ
び

運
営
を
行
い
ま
す

。

定
員
卜
3
0
組

(
先
着
順
)

い
ず
れ
も

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

竹
の
塚
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
催
し
物

・
講
演
会
「
あ
な
た
の
お
酒
の
飲
み

方
は
、
大
丈
夫
で
す
か
」

日
時
A
1
1
一
月
9
日
困
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
講
師
卜
木
村
武
登
氏
　

(周
愛
利
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

定
員
日
3
0人
(
先
着
順
)

・
胃
を
手
術
し
た
方
の
後
遺
症
相
談

会日
時
ユ
1
1
一
月
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
胃
の
手
術

後
の
生
活
と
後
遺
症
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
会

講
師
卜
小
沢
昭
司
氏

(小
沢
内
科
胃
腸
科
医
師
)

定
員

目
5
0大
(
先
着
順
)

い
ず
れ
も

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
H
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
等
卜
表
・
-
申
込
卜
当
日
直
接

会
場
へ

表110 ・11月住区健康フェスティバル
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
時

等
日
表
2
対
象
H
1
8
～
3
9
歳
の
区

内
在
住
女
性

内
容
H
健
康
チ
ェ
ッ

ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯
周

病
チ
ェ
ッ
ク
、
体
の
組
織
内
の
脂

肪
・
水
分
量
の
測
定
ほ
か
)
/
健
康

教
室
(
保
健
、栄
養
、歯
科
に
つ
い
て

の
学
習
)

定
員
H
各
セ
ン
タ
ー
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
日
電
話

表2 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

子
育
て
・
教
育

小
・
中
学
校
の
夏
休
み
が

短
く
な
り
ま
す

区
内
の
小
・
中
学
校
は
、
1
9年
度

か
ら
夏
休
み
期
間
が
5
日
間
短
く
な

り
ま
す
(
7
月
2
1日
か
ら
8
月
2
4日

ま
で
)
。
こ
の
5
日
間
は
、
学
力
向

上
対
策
の
集
中
的
取
り
組
み
期
間
な

ど
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
問
先
卜

学
力
推
進
係

霤
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
-

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
よ
う

区
推
奨
接
種
年
齢
に
達
し
た
子
ど

も
に
は
、
予
診
票
を
送
り
ま
す
。
法

律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
場
合
は
、
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
(
表
3
)
。
M

R
(
I
・
H
期
)
の
対
象
者
を
除
く
7

歳
6
ヵ
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
ど

も
の
M
R

・
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
任

意
接
種
公
費
負
担
制
度
は
、
1
9年
3

月
3
1日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
区

勧
奨
接
種
年
齢
よ
り
早
く
接
種
を
希

望
す
る
場
合
や
予
診
票
の
な
い
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
日
本
脳
炎
は
、
国
の
勧
告
に
よ
り

接
種
勧
奨
通
知
は
休
止
中
で
す
。
法

律
に
よ
る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、

接
種
は
有
料
に
な
り
ま
す
。
問
先

卜
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)

ま

た
は
健
康
推
進
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
9
{

‥
}

表3 区から通知する予防接種の対象年齢一覧

区
立
中
学
校
の
補
習
講

座
運
営
を
行
う
民
間
教

育
機
関
募
集
(
登
録
制
)

内
容
=
国
語
・
数
学
・
英
語
の
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
補
習
講

座
運
営

期
間
H
1
2月
以
降
の
土
曜

日
(
隔
週
計
5
日
間
程
度
)
ま
た
は
、

冬
季
・
春
季
休
業
期
間
の
5
日
間
程

度

申
込
H
申
込
用
紙
を
持
参

期

限
=
1
0
月
2
5
日
必
着

※
募
集
要

領
・
申
込
用
紙
は
、
学
力
向
上
推
進

室
で
1
0月
1
0
日
か
ら
配
付
す
る
ほ

か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
・
問
先
=

学
力
推
進
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
-

表4 保健総合センター一覧乳
幼
児

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
乳
幼
児

※

生
活
保
護
受
給
者
・
一
部
の
施
設
入

所
者
を
除
く

内
容
H
就
学
前
(
6

歳
に
達
し
た
日
以
降
、
最
初
の
3
月
3
1

日
ま
で
)
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
、
保
険
診
療
に
よ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成

申

込
H
窓
口

※
入
院
時
の
食
事
療
養

費
を
除
く

申
・
問
先
卜
児
童
給
付

係

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(
意
見
募
集
)

足
立
区
食
育
推
進
計
画

(
中
間
案
)
意
見
募
集

対
象
日
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、区
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人
・

そ
の
他
団
体
申
込
H
郵
便
・
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名

ま
た
は
名
称
(
法
人
・
団
体
な
ど
は

代
表
者
氏
名
)
、意
見
を
明
記
し

同
u
‘
へ
郵
送
ま
た
は
連
絡
※
意
見

に
つ
い
て
は
、氏
名
な
ど
の
個
人
情

報
を
除
き
、公
表
す
る
場
合
あ
り
。

中
間
案
は
、衛
生
管
理
課
、保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
、区
政
情
報
室
で
配
付

す
る
ほ
か
、区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。期
間
=
1
0

月
1
6
日
～
3
1
日
必
着
申
・
問
先
卜

衛

生

管

理

課

計

画

調

整

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
-
1
-
1
-
㈹
　
　

瑚
(
3
8
8
0
)
5
6
0
9

』

一一
】e
-
k
a
n
r
i
@
c
i
t
y
a
d
a
c
h
i
t
o
k
y
o
j
p

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
1
0月
1
1日
受
付
開
始

Oおわびと訂正 あだち広報18年9 月25日号2 面に誤りがありました。 レ「10月の土曜予防接種外来」…【正】10月21日 【誤】10月14日
レ「健康カレンダーの月表示」… 【正】10月の予定【誤】9 月の予定 ※ 内容の日時に訂正はありません。《広報係》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

福

祉

障
害
者
文
化
祭
参
加
者
募
集

～
障
害
者
週
間
記
念
事
業
～

・
舞
台
発
表
会

日
時
H
1
2
月
2
日
出
、
午
前
1
0
時
5
0

分
～
午
後
1
時
場
所
H
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
目
劇

合
唱

合

奏

舞
踏
ほ
か
(
1
団
体
1
5分
程

度
)
期
限
匹
…
E月
2
0日
必
着

蒹
作
品
展

日
時
卜
1
2
月
1
日
～
7
日
場
所
日

区
役
所
1
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内

容
目
絵
画

書
道

工
芸

手
芸
ほ

か

期
限
H
1
0月
2
7日
必
着

い
ず
れ
も

対
象
H
区
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

障
害
の
あ
る
方

申
込
卜
所
定
用
紙

を
郵
送
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
(
所
定

用
紙
は
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
)
申
・
問
先
卜
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
9

啻
(
5
6
8
1
-
)
0
1
3
9

』

隰
(
5
6
8
1
-
)
0
1
3
7

第
1
7回
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー

ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
よ
1
1一月
1
2日
向
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
日
ゲ
ー
ム
ノ
模
擬

店

音
楽
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発
表

自
主
生
産
品
の
販
売
ほ
か

申
込
日

当
日
直
接
会
場
へ

※
当
日
、
高
校

生
以
上
で
利
用
者
の
介
助
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
。
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
場
・
問
先
=
神
明

障
害
福
祉
施
設
(
神
明
南
2
-
6
-
1
8
)
e
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

問
先
日
区
・
障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5

″
0

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

「
未
来
に
つ
な
ご
う
心
の
ぼ
う
し
」

日
時
H
1
0
月
2
9
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

内
容
日
活
動
の
発
表
や

展
示

流
し
踊
り

バ
ザ
ー
ノ
模
擬

店
ノ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
ほ
か

申

込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先

卜
谷
在
家
障
害
福
祉
施
設
(
谷
在
家
3
-
1
3
-

古
日
(
3
8
5
3
)
0
6
3
n

″』

問
先
卜
区
・
障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
g
1
1
y

高
次
脳
機
能
障
害
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0
月
2
8
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
内
容
卜
「
高
次
脳
機
能

障
害
の
対
応
に
つ
い
て
～
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
～
」
講
師
卜
坂
爪

一
幸
氏
(
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
教

授
)

定
員
H
1
0
0人(
先
着
順
)

申

込
日
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・

問
先
日
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生

活
支
援
室啻

(
5
6
8
1
-
)
0
1
-
3
9
』

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修

日
時
等
日
表
5

対
象
日
区
内
訪
問

介
護
事
業
所
で
訪
問
介
護
員
と
し
て

働
い
て
い
る
方

場
所
H
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア

定
員
H
各
回
4
0人
(
先
着

順
)

申
先
卜
所
属
す
る
事
業
所
へ

問
先
卜
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

啻
(
3
8
8
9
)
1
-
4
8
{
○

区
・
高
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
{

○

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

対
象
卜
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

方
…
区
内
在
住
で
満
6
0
歳
以
上
自

炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の

低
下
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
独

立
し
た
生
活
に
不
安
が
あ
る
身
の

回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
使

用
料
が
負
担
で
き
る
(
本
人
の
年
収

に
よ
り
月
額
約
3
万
～
1
2
万
円
の
ほ

か
実
費
相
当
分
)

保
証
人
を
立
て

ら
れ
る

内
容
卜
高
齢
者
が
食
事
の

提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活
相
談
な

ど
を
受
け
な
が
ら
、
安
心
し
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
募
集
室
数
H
▽
1
人
部
屋

・
:
2
室
▽
2
人
部
屋
…
1
室
(
予

定
)
※
2
人
部
屋
に
は
、
夫
婦
・
兄

弟
姉
妹
・
親
子
な
ど
で
入
居
可
申

込
用
紙
配
付
期
間
日
1
0
月
1
0
日
～
2
0

日
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

※
申

込
用
紙
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
区
民
事
務
所
、
ケ
ア
(
ウ
ス

六
月
、
施
設
支
援
係
で
配
付

申
込
H

電
話
連
絡
後
、
本
人
と
保
証
人
が

申
込
用
紙
を
施
設
に
持
参

申
先
日

ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
(
六
月
1
1
6
1
1
)

啻
(
5
2
4
2
)
0
3
0
R
y

問
先
H
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
施
設
支
援

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
9
8

食
事
を
届
け
ま
す
(
有
料
)

・
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス

対
象
H
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
、

食
事
の
支
度
が
困
難
な
方

内
容
H

あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
協
力
店
が
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅

へ
届
け
ま
す

申
込
=
直
接
配
食

サ
ー
ビ
ス
協
力
店
へ

※
協
力
店
一

覧
は
、
9
月
に
各
戸
配
付
済
み
の

り
I
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
P
R
展

日
時
日
1
0
月
2
5
日
㈲
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
H
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
パ
ネ
ル
展

示
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

※
参
加
者
に

は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
申

込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

い
ず
れ
も

問
先
日
在
宅
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表5 訪問介護員フォローアップ研修日程一覧

※ 時間はいずれも、午後1時30分～4時30分

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
の
人
権

～
病
気
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
～

H
I
V
感
染
・
エ
イ
ズ
や
(
ン
セ

ン
病
な
ど
の
感
染
症
の
患
者
や
感
染

者
、
さ
ら
に
そ
の
家
族
は
、
病
気
に

対
す
る
誤
っ
た
知
識
や
理
解
が
な
い

た
め
に
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

エ
イ
ズ
は
、
H
I
V
(
人
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
)
と
い
う
、
感
染
力
の

弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ
る
病
気
で
、

感
染
経
路
は
隕
ら
れ
て
お
り
、
家
庭

や
職
場
・
学
校
な
ど
の
日
常
生
活
で

は
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
(
ン
セ

ン
病
は
、
極
め
て
感
染
力
の
弱
い

「
ら
い
菌
」
で
起
こ
る
慢
性
の
細
菌

感
染
症
で
、
感
染
力
は
弱
く
、
や
は

り
日
常
生
活
で
感
染
す
る
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
過
去
に
(
ン
セ
ン
病
は

遺
伝
病
や
強
い
伝
染
病
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
患
者
は
療
養
所
に
強
制
隔

離
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
療
養
所
に

入
所
さ
せ
ら
れ
た
方
は
、
子
ど
も
を

産
む
こ
と
の
で
き
な
い
手
術
を
受
け

る
こ
と
を
条
件
に
結
婚
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
、
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。

平
成
8
年
に
「
ら
い
予
防
法
」
が

廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
(
ン
セ
ン
病
患

者
は
社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
、
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
奪
わ
れ
た
状
態
で
し

た
。現

在
、
患
者
や
回
復
者
の
方
々
に

対
す
る
名
誉
回
復
な
ど
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
ホ

テ
ル
を
宿
泊
拒
否
さ
れ
る
よ
う
な
事

件
も
起
き
る
な
ど
、
差
別
や
偏
見
が

見
ら
れ
ま
す
。

区
は
、
今
後
も
患
者
や
感
染
者
な

ど
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
す

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。(
人
権
・
同
和
係
)

1
8

年

度

足

立

区

功
労

者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
1
8

年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
4

分
野
で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ

た
1
8
8人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

・
足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者

(
敬
称
略
)

【
自
治
功
労
】

{
区
議
会
議
員
}
橋
本
ミ
チ
子
、
ぬ

か
が
和
子

{
町
会
・
自
治
会
長
}
伊
藤
庫
之
助
、

伊
東
宏
起
、
岩
崎
勝
治
、
遠
藤
康

王

、
加
藤
和
明
、
比
企
正
幸
、
星
野

多
見
男
、
増
田
啓
、
松
下
和
雄
、
南

泰
次
、
宮
崎
十
三
、
山
崎
榮
市

{
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
}

芦
川
直
實
、
上
杉
英
夫
、
海
老
原
省

三{
消
防
団
員
}
青
木
均
、安
達
正
美
、

新
井
昌
明
、
石
井
修
、
石
井
康
行
、

榎
本
八
重
子
、
小
根
深
静
雄
、
金
子

重
光
、
河
合
英
樹
、
河
野
博
義
、
桐

谷
義
宏
、
小
泉
清
美
、
小
勝
伸
太

郎
、
小
林
一
樹
、
佐
藤
公
久
、
高
木

宏
眞
、
成
田
一
司
、
林
浩
治
、
福
澄

榮
一
、
古
庄
行
夫
、
星
和
良
、
星
野

賢
治
、
星
野
雅
夫
、
松
本
章
、
三
浦

好
雄
、
見
達
正
常
、
向
山
貴
己
子
、

八
巻
喜
代
志
、
横
溝
嘉
宏
、
吉
岡
幸

太
郎

【
社
会
福
祉
功
労
】

{
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
}
千
田
眞

由
美

(
民
生
委
員
・
児
童
委
員
)
宇
佐
美

和
子
、
遠
山
み
な
、
中
田
輝
子
、
林

喜
子
江
、
毛
利
静
代
、
矢
島
正
、
山

田
芳
枝

(
保
護
司
)
小
深
倖
子
、佐
伯
武
志
、

下
川
英
季
、
福
田
明
、
山
嵜
園
雄

【
社
会
生
活
功
労
】

{
防
火
事
業
功
労
者
}
青
木
久
夫
、

矢
萩
晃

{
防
犯
事
業
功
労
者
}
宮
田
和
夫

(
交
通
安
全
事
業
功
労
者
)
菊
嶌
新

吾
、
芹
沢
勉
、
中
面
登
喜
男
、
西
弘

司{
環
境
保
全
功
労
者
}
瀬
田
新
二
、

楡
井
武
一

【公
衆
衛
生
功
労
】

(
保
健
医
療
事
業
功
労
者
)
飯
泉
千

春
、
鈴
木
莊
一

(
食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
)

大
田
政
一
、
嶋
村
智

(公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
)
志
村
朱

實
、
高
橋
一
紘
、
吉
田
博
子

(
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
)
岡
部
一

男
、
纓
田
光
夫
、
神
原
和
男
、
小
宮

山
節
子
、
橋
口
一
馬
、
菱
沼
一
弘
、

矢
野
雄
彦
、
渡
邊
茂
子

【
社
会
教
育
功
労
】

{
P
T
A
会
長
}
石
山
良
三
、
小
宮

宏
之
、
渋
谷
恒
男
、
下
川
幸
次
、
林

友
子
、
古
性
利
之
、
松
崎
顕
治
、
矢

口
悦
道
、
安
江
好
弘
、
横
山
良
和

[産
業
功
労

(
実
業
精
励
功
労
者
)
臼
井
長
男
、

川
俣
豊
、
佐
藤
正
和

【
建
設
功
労
】

(
土
木
建
設
事
業
功
労
者
)
大
野
義

雄
、
日
比
谷
晴
乃
、
三
浦
敏
男
、
渡

部
順
一

(
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
》
伊
藤

光
正
、
小
川
良
太
郎

【
統
計
功
労
】

石
井
巌
、
木
川
勇
、
近
藤
利
男
、
種

田
憲
之
、
原
民
江
、
原
元
明
、
原
田

一
夫
、
前
沢
典
子
、
村
上
光
夫
、
山

崎
次
郎
、
山
中
晴
男
、
山
本
茂
、
吉

田
幸
雄
、
綿
貫
貞
子

【
納
税
功
労
】

牛
久
節
也
、
織
田
良
春
、
小
泉
忠

男
、小
山
仁
、佐
藤
五
郎
、杉
山
清
、

関
口
則
子
、
珠
村
堅
一
、
中
根
昇
、

永
原
孝
子
、
藤
巻
榮
一
、
古
郡
英

昭
、
丸
山
和
博
、
宮
田
一
男
、
山
川

吉
三
、
山
田
喜
一
、
渡
邉
正
昭
、
渡

邉
好
之

[文
化
功
労

《
文
化
功
労
者
}
加
藤
敏
夫

《
文
化
事
業
功
労
者
》
飯
野
東
夫
、

岩
永
ユ
キ
、
菊
地
哲
哉
、
佐
々
木
久

夫
、
吉
田
修
一

(
文
化
財
保
護
功
労
者
)
飯
塚
章
太

郎
、
榎
本
聖
子
、
川
名
順
三
郎
、
河

野
洋
次
郎
、
小
宮
俊
雄
、
白
井
淨
、

杉
山
進
、
鈴
木
利
一

【
体
育
功
労
】

(
体
育
事
業
功
労
者
)
小
林
と
き

子
、
野
村
元
治
、
花
井
繁
、
涜
島
利

弘【
徳
行
者
】

足
立
建
築
組
合
、
綾
瀬
パ
ン
ダ
フ
ァ

ミ
リ
ー
代
表
大
久
保
貞
二
、
江
川
勝

康
、
海
老
沼
孝
二
、
興
野
銀
座
友
の

会
代
表
岩
井
ミ
チ
エ
、
㈱
梅
元
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
里
政
夫
、
㈱

ワ
イ
ズ
マ
ー
ト
代
表
取
締
役
社
長
吉

野
秀
行
、
菊
池
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

菊
池
八
郎
、
社
団
法
人
東
京
都
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
長
井

戸
靖
記
、
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
家

庭
倫
理
の
会
足
立
区
会
長
正
畑
弘

子
、
女
声
合
唱
団
ロ
ー
ト
ス
ブ
ル
ー

メ
、
関
根
眞
教
、
千
住
緑
町
長
寿

会
、
千
成
商
事
㈱
代
表
取
締
役
塩
野

谷
正
康
、
田
口
富
治
、
田
中
俊
子
、

中
田
貢
弘
、
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡

連
盟
足
立
支
部
と
ス
ナ
ッ
ク
旧
街
道

一
同
代
表
中
居
道
代
、
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
足
立
第
1
4団
委

員
長
芦
川
一
男
、
ほ
ね
つ
ぎ
め
だ
か

の
会
会
長
金
子
茂
雄
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
、
㈲
ビ
ッ
ク

リ
ヤ
代
表
取
締
役
吉
田
正
男
、
立
正

佼
成
会
足
立
教
会
長
中
村
浩
士

【
災
害
防
止
功
労
】

木
内
規
夫
、
工
藤
博
、
矢
島
次
夫

【
人
命
救
助
】

有
坂
博
昭
、
江
頭
憲
明
、
黒
木
智

子
、
小
林
秀
明
、
土
屋
明
生
、
名
村

悠
作
、
前
野
裕
一
、
ほ
か
2
人

問
先
日
総
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
2
1
-

24時間医療機関案内「ひまわり」05272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。

梗) ht t p: wwwhi mawar i met rot okyoj p
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地震で家を失わない
た めに 震災に備え 、

我が家を耐震化
大地震は一瞬で すべてを奪います。「阪神・淡路大震災」では、6, 400 余人も

の方が犠牲となり ました。また、17年7 月23日に発生した千葉県北西部地震で
は、 足立区で震度5 強を 観測するなど、いつ大地震が起きても不思議ではあり
ません。
地震による犠牲者 の多くは、建物の倒壊による圧死、窒息死です。
地震が起きてからでは間に合いません。 大切な命と 我が家を守るために、住

まい の耐震性を 確認してください。

お問い合わせは、耐震相談係 　3880- 5317

昭
和
5
6年
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
は
要
注
意

平
成
1
2年
に
発
表
さ
れ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
害
統
計
結
果
に
よ

る
と
、
こ
の
地
震
で
、
兵
庫
県
内
で

は
2
4万
棟
も
の
建
物
か
全
半
壊
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
5
6年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
旧
耐
震
基
準
の

木
造
住
宅
で
し
た
。

足
立
区
は
地
盤
が
弱
く
、
ひ
と
た

び
地
震
が
発
生
す
る
と
非
常
に
揺
れ

や
す
い
土
地
で
す

。
ま
た
、
木
造
家

屋
が
密
集
し
て
い
る
地
域
が
多
く
、

十
分
な
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
1
8年
の
「
東
京
都
防
災
会
議
」

の
調
査
に
よ
る
と
、
阪
神
・
淡
賂
大

震
災
規
模
の
地
震
が
区
部
に
発
生
し

た
場
合
、
都
全
域
と
足
立
区
内
で
の

被
害
予
測
は
表
1
の
通
り
で
す
。

震
災
時
に
家
屋
倒
壊
か
ら
人
命
を

守
り
、
二
次
災
害
の
危
険
を
避
け
る

た
め
、
区
は
、
現
在
6
3
%
の
住
宅
の

耐
霞
化
率
を
、
今
後
1
0年
間
で
9
0
%

に
す
る
目
標
を
定
め
、
耐
震
化
を
進

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貝
体
的
に
は
、
住
宅
の
「
耐
霞
診

断
」
お
よ
び
、
そ
の
検
証
を
行
い
。

「
耐
震
改
修
工
事
」
ま
で
安
心
し
て

行
う
こ
と
か
で
き
る
仕
組
み
を
作
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
く
わ
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表1 木造・非木道の被害想定穀

あ
な
た
の
家
は
、

地
震
に
強
い
?

地
震
に
よ
っ
て
住
宅
が
受
け
る
被

害
を
軽
減
す
る
に
は
、
耐
震
診
断
に

よ
り
、
住
宅
の
耐
震
性
を
知
る
こ
と

か
大
切
で
す
。
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
の
方
法
と
し
て
は
、
自
分
で
で
き

る
「
簡
易
診
断
法
」、
補
強
の
必
要
の

有
無
を
検
討
す
る
「
一
般
診
断
法
」
、

補
強
の
必
要
を
よ
り
く
わ
し
く
調
査

し

、
補
強
後
の
耐
震
判
定
を
行
う

「
精
密
診
断
法
」
の
3
つ
の
方
法
か

あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
左
の
「
簡
易
診
断
」
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
て
は
ま
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
く
わ
し
い
診

断
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
区
の

助
成
金
を
受
け
る
に
は
、「
区
登
録

耐
震
診
断
士
」
が
行
う
「
精
密
診
断

法
」
に
よ
る
診
断
が
必
要
で
す
。

耐
震
改
修
工
事

は
正
確
に

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
か

不
足
し
て
い
る
と
分
か
っ
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
の
検
討
を
し
ま
し
ょ

う
。
耐
震
改
修
工
事
は
、
正
確
で
合

理
的
な
改
修
工
事
を
行
う
た
め
。

「
精
密
診
断
法
」
の
補
強
方
法
に
基

づ
い
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

耐
霞
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
耐

震
相
談
係
で
紹
介
す
る
「
区
登
録
耐

震
診
断
士
」
や
「
区
登
録
耐
震
改
修

施
工
者
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

建
物
の
外
も
、

注
意
が
必
要

大
き
な
地
麗
か
発
生
す
る
と
、
家

具
や
家
電
製
品
な
ど
の
飛
び
出
し
や

落
下
に
よ
り
、
自
宅
内
で
思
わ
ぬ
ケ

ガ
を
し
た
り
、
倒
れ
た
家
具
か
障
害

物
と
な
っ
て
、
避
難
で
き
な
く
な
る

こ
と
か
あ
り
ま
す
。

大
き
な
家
具
や
重
い
家
電
製
品
な

ど
は
で
き
る
だ
け
建
物
に
固
定
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
飛
び
散

り
や
。
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
は
、
人

的
被
害
の
原
因
だ
け
で
な
く

。
救
助

活
動
の
支
障
に
も
な
り
ま
す
。
道
路

に
面
し
た
部
分
の
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
や
、
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
強
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

1 涓の高 い累 具|まし っかり睡 定

▲ ●・平成16年10月23日に発生した「新潟県中越地震」
で倒壊した民家。地震被客は甚大です。住宅の
耐震性を高める手立てを図ってください。
( 写真提供: 新潟県川口町役場)

木 造 住 宅 簡 易 診 断

Q。まず、「家を建てたのは? 」
A 昭和56年以降
… QI へ進み、当てはま

るもの項目の 囗 をチェ

ック

B 昭和56年以前
…表2 の助成金を活用し、

耐震診断や耐震改修工事を

してください、

¥1定暃準
下記の項目で、チェックが1 つでもあった場合、

耐震性に心配な点があります。チェックの数が多い
ほど、危険性が高いため、耐震対策が必要です、耐
露粡笳葆に粡谿b てぐだ霈い。
Q1 過去に大 きな災害にあった

( 床上・床下浸水、車の突入など) Q2
遇去に増改築をした
( 平屋部分に2 階を増築したなど) Q3
建物に傷みがある
( 柱や床に傾きがあるなど)

Q4 窓や建具の数が多い
( 外壁面の4 分 の3 以上 をサッシ
が占めているなど)

Q5 壁の配置バラン スが悪い
( 南面に窓が多いなど)

Q6 壁の量が少なく、屋根が重いと思
う( 屋根に重い瓦などを使ってい
るなど)

昭和56年5 月以前の家に 足立区住宅耐震助成
阪 神・淡 路大霞災では、昭和56 年6 月に改 正さ れた建築 基串

法の 基準で建てられた建勧は、全壊・倒壊な どの大 きな被客が

ほとんどありませんでした。これを路まえ、区は昭 和56年5 月
以 前に廸乙ら れた住宅を対 象に耐震助成 を行っていま可( 衰2)

。それ以降に建てられた 住宅につい ても相談を受け付けて

いまl 。く わしくは、耐震相談係までお問い 合わせください。

表2 耐震診断費用助成等

10日21日・22日は、

あだち3Rフェア
i n区 役 所

日本に1 台の
バイオカート
に乗れる!

日時=10月21日出、午前11時～午後4
時・22日( 日) 、午前10時～午後3時場所
= 区 役所 内容= 環境劇 「タマちゃんの

環境 教室」( 午前10 時30 分 開演) / 廃食
油で 動く ハ イブ リ ッドタ イプ のバ イ才
力- トノ 水素ガ スで走る燃 料電池自動車/
太 陽の 光 を集 め て音 や光 を出す ソー

ラーボ ールづくり/ ト イ・ド クターズに
よるお もちゃの 病院/ 家 貝の無料抽選会
( 22 日) / 工作 教室/ 野 菜などの頒布/

はずれ なし の福引 きほか ※ 3R とは。
リ デュー ス( ごみを 減らす) 、リユー ス

(繰り返し 使う)、リサイクル(
俯瓸として活かす) の、3 つ
刀R の頭文字です。 申し込
み方法= 当日直接会場へ

お問い合わせは、環
場推進課普及啓発係

3880- 5860

▲ バイ オカー ドは、廃 食油で勤
く、 地球に やさしい乗 り物

※ 当日は、ペット ボト ルをつぷさずに持参してください。ペット ボトル
自動皿収魯に入れて「当たり」が出たら、暈咼がもらえます。

東京芸術大学で、音を楽しむ
対象=区内在住の方※
未就学児は不可内容=

表3費用=無料申し
込み方法=往復ハガキ
に、庄所、氏名、電話番
号、希望公演名、日時　

( 1通につき①～⑥のう
ち1 つ) を 記入し、 郵送
※ 当 選ハガ キ1 枚 で1 人

入場 可。 個人情 報は 、上
記 に関す る連絡以 外には

使い ませ ん。 申 し込 み
先 ・問い 合わせ先= 東京
藝術大学 音楽学 部千庄校
地 事 務 室 〒120- 0034
千 住1- 25- 1

050 ―5525 ―2727
問 い合 わせ先= 区 ・文化
課文化振 興

3880 ―5730

表3 東京藝術大学千佳キャンパス関連催し

水
辺
の
き
れ
い
な

足
立
区
に

綾
瀬
川
を
も
っ
と
き
れ

い
な
川
に
!

綾
瀬
川

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
=
1
0
月
2
1
日
出
、
午
前
H
時
～

午
後
4
時
・
2
2日
茴
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

場
所
=
区
役
所

内
容
=

よ
り
一
層
の
水
質
改
善
が
望
ま
れ

る
綾
瀬
川
を
、
「
自
然
豊
か
な
清
流

に

」
と
流
域
の
区
市
町
か
協
力
し
て

行
う
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
・・・
水
質
調
査
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
/
勝
ち
抜
き
〇
×
ク
イ

ズ
ほ
か
(
参
加
者
に
は
記
念
品
あ

り
)

申
し
込
み
方
法
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
い
合
わ
せ
先
=
環
境
推

進
課
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド

日
時
=
1
0
月
2
9日
㈲
、
午
前
8
時
3
0

分
～
1
0時

場
所
―
荒
川
左
岸
河
川

敷
(
常
磐
線
鉄
橋
～
千
住
新
橋
)

内
容
=
荒
川
を
よ
り
深
く
知
り
、
水

辺
環
境
を
考
え
る
た
め
、
河
川
敷
の

ゴ
ミ
調
査
や
、
ゴ
ミ
拾
い
を
体
験

申
し
込
み
方
法
=
電
話

申
し
込
み

先
・
問
い
合
わ
せ
先
=
河
川
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
8

光
の
祭
典
の
協
賛
金
・
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

◆
光
の
祭
典
の
協
賛
金

今
年
も
元
渕
江
公
園
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
、H
月
3
0
日
～
1
2
月
2
5
日

に
行
う
「
光
の
祭
典
」
へ
の
協
賛
金

を
募
集
し
ま
す
。

▽
個
人
協
黄
金
の
募
集

協
賛
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま
す
。
口
敗
に

か
か
わ
ら
ず
、
掲
載
サ
イ
ズ
は
同
じ

で
す
。
金
額
=
1

口
5
千
円
(
河

口
で
も
呵
)

申
し
込
み
方
法
=
持

参
ま
た
は
郵
便
振
替

※
所
定
の
振

替
用
紙
を
郵
送
す
る
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
振
替
手
数
料
は

協
会
が
負
担
。
期
限
=
日
月
7
日

必
着

▽
団
体
・
企
巣
協
賛
金
の
募
集

協
賛
い
た
だ
い
た
団
体
・
企
業
の
P
R

を
口
数
に
応
じ
た
サ
イ
ズ
で
全

戸
配
付
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
説
明
に
伺
い
ま

す
。
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
金
額
=
1

囗
5
万
円
(
何
口

で
も
可
)

期
限
=
H

月
7
日
必
着

◆
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

「
再
発
見
!

ふ
る
さ
と
足
立
の

新
た
な
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
区
内

を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

対
象
=
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

題
材
=

コ

般
部
門
」(
名
所
・
旧
跡
、
衡

並
み
な
ど
)
/
「
足
立
の
花
火
部
門
」

(
第
2
8回
足
立
の
花
火
大
会
)
/
　

「
光
の
祭
典
部
門
」(
光
の
祭
典
2
0
0
6

の
光
景
、
イ
ベ
ン
ト
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
)

表
彰
=
3

部
門
総
合
推
薦
I
点
・
各
部
門
ご
と

に
特
選
2
点
ほ
か

応
募
作
品
数
=
3

部
門
合
わ
せ
て
一
人
5
点
ま
で

応
募
規
格
=
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
り
(
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
は
除
く
)

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も

の
も
受
け
付
け
ま
す
が
、画
像
処

理
・
合
成
な
ど
、加
工
し
た
も
の
や

規
格
外
の
作
品
は
審
査
の
対
象
外
で

す
。ま
た
。肖
像
権
侵
害
に
な
ら
な

い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。申

し
込
み
方
法
=
応
募
用
紙
に
所
要
事

項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
、郵

送
※
応
募
用
紙
は
、観
光
交
流
協

会
事
務
局
、区
民
事
務
所
、住
区
セ

ン
タ
ー
、区
内
写
真
商
業
協
同
組
合

加
盟
店
な
ど
で
配
付
。募
集
期
間

=
1
0
月
2
0
日
～
1
9
年
1
月
2
6
日

―

い
ず
れ
も
I

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
=
観

光
交
流
協
会
(
観
光
交
流
課
内
)

子
J
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

創
業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

最
優
秀
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
創
業

す
る
起
業
家
を
、
区
が
応
援
す
る

「
創
業
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

」
に

は
、7
件
の
応
募
か
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
「
ア
ウ
ト

ド
ア
ー
ス
ボ
ー
ツ
専
門
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
テ
レ
ビ
」
事
業
(
株
式
会
社
東

京
ス
ト
リ
ー
ム
)
ほ
か
、3
件
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
追
加
募
集
を
行
な

っ
た
「
あ
だ
ち
提
案
型
事
業

ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
に
は
、
1
6

件
の
応
募
か
あ
り
、
4
件
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

-

い
ず
れ
も
i

事
業
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
先
=
創
業
支
援

係

　
(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

困
り
ま
す

自
転
車
置

き
去
り

知
ら
ん
ぷ
り

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
交
通
の

妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
車
椅
子

の
方
や
視
覚
障
害
の
方
に
と
っ
て
、

斟
峪
に
危
陷
で
す
。
足
た
、
乱
剰
に

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
ま
ち
の
美
観

を
損
ね
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
マ
ナ
ー
を
守
る
心
掛
け
か
必
要
で

す
。

◆
止
め
る
と
き
は
決
め
ら
れ
た
場
所

に
「
自
転
車
等
駐
車
場
」
は
区
営
の

も
の
か
有
料
・
無
料
合
わ
せ
て
4
0力

所
あ
る
ほ
か
、
民
営
の
も
の
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合
は
、「
自
転
車
等
駐
車
場
」を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆

都
内

一

斉

駅

前

放

置

自

転

車

ク

リ

ー
ン
キ

ャ

ン

ペ
ー
ン

放

置

自

転

車

の

一

掃

を

め

ざ

し

て

、
都

内

一

斉
に

「
ク
リ

ー
ン
キ

ャ

ン

ペ

ー
ン

」を

行

い
ま

す
(

表
4
)

。

期
閥
=
1
0

月
2
2
日

～
3
1
日

内

容
=
E

円
1

金
i
l
部

。で

、t
i
l

軋
t
l

止
の
P
R

活
動
/

放
置

自

転

車

な
ど

の
街

頭

指

導

強
化

ほ
か

-

い
ず
れ
も
I

問
い
合
わ
せ
先
―
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表4 駅前クリーンキャンペーン日程

※ い ず れ も 、 時 間 は 午前10 時

綾瀬駅東口～
東和五丁目～
亀有駅南口路
線の運行開始
( はるかぜ第9 弾)

綾
瀬
駅
東
口
か
ら
亀
有
駅
南
口
を

結
ぷ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る
か

ぜ
」
が
、9
月
3
0日
か
ら
運
行
を
始

め
ま
し
た
。
途
中
、
東
和
五
丁
目
を

通
っ
て
亀
有
駅
南
口
ま
で
約
4
㎞
を

約
2
0分
で
結
び
ま
す
。

綾
瀬
駅
東
口
で
は
、
西
新
井
駅
東

口
行
き
の
「
は
る
か
ぜ
」(
第
1
弾
)

へ
の
乗
り
継
ぎ
も
で
き
ま
す
。

料
金
=
▽
大
人
(
中
学
生
以
上
)
・
:

沺
円

▽
小
学
生
・
:圜
円

※
シ
ル

バ
ー
バ
ス
が
使
え
る
ほ
か
、
身
障
者

割
引
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
I

問
い
合
わ
せ
先
=
区
・
計
画
調
整
課

計
画

　
(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

日
立
自
動
車
交
通
株
式
会
社

(
5
6
8
2
)
1
1
2
2

鈩 金金罰 金百 元 面 而 金

◆ 新 潟 県 魚 沼 市 「 震 災 メ モ リ ア ル ラ イ フ 結 の 灯 り 」 日 時=10 月21 日 出, 午 後2 時 開 場 場 所= 魚 沼 市 響 き の 森 公 園 出 演= 姫 野 達 也/ 佐 藤 竹 善/ SKOOPONSOMEBODY/

笹 川 美 和 輿 用=1
金000

円 〔 入 場 協 賛 金 〕 申 込= 電 話 申 ・ 問 先= 魚 沼 市 小 出 郷 文 化 会 館 　025 ―792 ―8811

● 介護用ベッドの購入費の助成 介護保険の要支授・経過的要介護・要介護| で。介護保険から特殊寝台の貸与を受けている方か、介護用ベッ
ドを購入した場合は、その費用の一郎を助成する制度かあります。くわしくはお問い合わせください。 興先= 在宅支援係 　3880―5257
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は 申し 込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区 の ホ ーム ペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t oky. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、10月11日受付開始

税
・
国
保
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

・
全
額
免
除
と
3
種
類
の
一
部
納
付

対
象
H
前
年
所
得
が
少
な
い
方
や
失

業
中
の
方

※
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
1
7年
中
の
所
得
で
判
定
す
る

た
め
、
未
申
告
者
は
、
確
定
申
告
か

住
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
内
容
日
「
全
額
免
除
」お
よ
び
。

「
4
分
の
1
納
付
」「
半
額
納
付
」

「
4
分
の
3
納
付
」
の
一
部
納
付

※
一
部
納
付
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で

も
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し

な
か
っ
た
期
間
は
、
未
納
期
間
に
な

り
ま
す
。

・
若
年
者
納
付
猶
予

対
象
H
3
0
歳
未
満
の
方

※
本
人
と

配
偶
者
の
1
7年
中
の
所
得
で
判
定
す

る
た
め
、
未
申
告
者
は
、
確
定
申
告

か
住
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

・
学
生
納
付
特
例

対
象
H
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校

な
ど
に
通
学
中
で
、
所
得
が
1
1
8万円

以
下
の
方

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
特
例
免
除

対
象
卜
失
業
・
事
業
の
廃
止
で
納
付

困
難
な
方

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も

必
要
な
も
の
H
年
金
手
帳
(
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
)
/
1
8年
1
月
2

日
以
降
に
足
立
区
へ
転
入
し
た
方

は
、
所
得
証
明
書
/
学
生
は
学
生
証

(写
し
可
)
ま
た
は
在
学
証
明
書
を

持
参

申
先
日
年
金
適
用
係
ま
た
は

区
民
事
務
所

問
先
H
年
金
適
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に
当

て
は
ま
る
方
は
、
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の

健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家

族
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
、
そ
の

扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
方
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保

険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
H
こ
く
ほ
年
金
課
資

格
賦
課
係啻

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

土
地
・
建
物
・
道
路

都
市
計
画
案
の
縦
覧
と
都

市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

・
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

内
容
に
関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
域
H
入
谷
九
丁
目
、
扇
二
丁
目
、

古
千
谷
本
町
一
丁
目
、
谷
在
家
三
丁

目
、
六
町
丁

四
丁
目
各
地
内

縦

覧
・
意
見
書
提
出
期
間
H
1
0月
1
0日

～
2
4日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出

先
H
都
市
計
画
係

剛
都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

日
時
H
1
1月
1
3日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
H
区
役
所

予
定
案
件
日
東
京

都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
ほ

か

※
く
わ
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
定
員
卜
5
人

(抽
選
)

申
込
H

往
復
(

ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
第
2
6

回
足
立
区
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴

希
望
」
と
明
記
し
、
囹
}
‘へ
郵
送

※
申
込
者
に
は
傍
聴
の
可
否
を
通
知

期
限
卜
1
0月
2
5日
消
印
有
効

申
先
=

都
市
計
画
係い

ず
れ
も

問
先
日
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

10
月

1
1
日
～
1
7
日
は
、全
国
一

斉
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す

1
0月
1
7日
に
違
反
建
築
取
り
締
ま

り
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
日
常
の
監
視
活
動
を
強
化
し
て

違
反
防
止
の
意
識
を
広
め
、
違
反
建

築
工
事
を
早
期
に
発
見
し
、
住
み
よ

い
ま
ち
を
作
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
卜
建
築
調
整
課
建
築

監
察

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
3

区
有
地
の
売
り
払
い

区
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
り

払
い
ま
す
。
物
件
は
区
が
定
め
た
価

格
以
上
で
、
最
も
高
い
価
格
で
入
札

し
た
方
に
売
却
し
ま
す
。
内
容
卜

表
1
入
札
受
付
期
間
八
1
1
1
1
月
1
3
日
～

1
7日

開
札
日
ユ
1
1
1
1

一
月
2
2日
㈲

※
案
内
書
は
1
0
月
1
8
日
～
1
1
一
月
1
7
日

ま
で
財
産
活
用
課
で
配
付

申
・
問

先
卜
財
産
活
用
課
財
産
活
用

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

千
住
旭
町
、
柳
原
丁
二
丁
目
、

日
ノ
出
町
の
区
域
内
で
、
各
街
区
に

取
り
付
け
て
あ
る
「
街
区
表
示
板
」

と
、
各
建
物
に
取
り
付
け
て
あ
る
　

「
町
名
表
示
板
」
「
住
居
番
号
表
示

板
」
の
う
ち
、
変
色
し
た
り
、
壊
れ

た
も
の
を
取
り
替
え
る
作
業
を
行
い

ま
す
。
取
り
替
え
作
業
は
区
役
所
の

腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い
ま

す
。
作
業
予
定
期
間
よ
1
1
一
月
上
旬
～

1
2月
下
旬

問
先
上
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示啻

(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
計
画
変
更
(
案
)
の

説
明
会
お
よ
び
縦
覧

こ
の
事
業
計
画
変
更
(
案
)
に
対

し
て
意
見
の
あ
る
方
は
、都
知
事
に

意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。説
明

会
日
時
卜
1
0
月
2
0
日
面
、午
後
7
時
～

8
時
3
0
分
説
明
会
・
縦
覧
場
所

卜
上
沼
田
南
地
区
事
務
所
対
象
卜

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
関

係
権
利
者
縦
覧
期
間
・
時
間
H
1
0

月
2
1
日
～
一
1
1
一
月
3
日
、午
前
9
時
～

午
後
5

時

意
見
書
提
出
期
間
H
1
0

月
2
1
日
～
一
1
1
1
1

一
月
1
7
囗

問
先
卜
区
画

整
理
課
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
2
7

人
材
募
集

食
の
安
全
懇
談
会
委
員

対
象
=
区
内
在
住
の
方

内
容
H
食

品
に
対
す
る
様
々
な
意
見
交
換
や
、

食
品
の
安
全
確
保
を
進
め
る
た
め
の

「
足
立
区
食
の
安
全
懇
談
会
」
に
参

加
(
任
期
は
2
年
)

会
議
開
催
日
H
1
9

年
1
月
か
ら
年
1
回
程
度
(
平

日
午
後
)

募
集
人
数
H
3

人
以
内

(選
考
)

申
込
卜
4
0
0字詰
め
原
稿

用
紙
1
枚
程
度
に
食
品
衛
生
や
食
の

安
全
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
職
業
を
明
記
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送

※
応
募
書
類
の
返
却
は
不
可

期
限
H
1
0月
3
1日
消
印
有
効

場
・

申
・
問
先
=
生
活
衛
生
課
食
品
調
整

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
4

授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
日
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
に

在
籍
中
の
方
、
ま
た
は
教
職
課
程
を

修

了

し
て

い
る
社
会

人

勤
務
内

容
H

区

立
小

・
中

学
校

の
授

業
や
放

課

後
補

習
を

サ

ポ
ー
ト

教

科

卜
区

立

小
・
中

学
校

の
国
語
・
算
数
(

数

学
)
・

社
会
・
理

科
・
英
語

申

込

卜
電
話
・

フ

ァ
ク

ス

・
E

メ
ー
ル
で

、
住
所

、

氏

名

、
電

話
番

号

、
「
授

業

支

援

ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
希

望

」
を
連

絡

※
後

日
募
集

要
項

を

送
付

し
ま

す

。
募

集

要

項

は

、
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

か
ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー
ド

で

き

ま

す

。

申

・
問
先

卜
地

域
連

携
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　
　

胆
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1
-

一一
」s
-
g
a
k
u
s
h
匚
u
@
c
i
t
y
a
d
a
c
h

一
t
o
k
y
o
j
p暮

ら
し

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
講
座
(
8
日
制
)

日
程
=
1
2
月
1
日
・
8
日
・
1
5
日
・

2
2
日
、
1
9
年
1
月
1
2
日
・
1
9
日
・
一
J

H
、
2
月
2
日
、
い
ず
れ
も
金
曜

日
、
時
間
は
午
後
2
時
～
4
時
場

所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科

学
館

対
象
H
全
8
回
受
講
で
き
る

方

内
容
H
区
内
在
住
の
外
国
人

に
、
日
本
語
の
学
習
支
援
を
通
じ
、

日
本
の
生
活
や
習
慣
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座

※
終
了
後
は
既
存
の
区
内
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
活

動
、
ま
た
は
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の
結

成
を
め
ざ
し
ま
す
。
定
員
卜
3
0人

(選
考
)

選
考
卜
審
査
会
に
よ
る

作
文
審
査

申
込
H

「
私
は
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
う
活
動
し

た
い
」
(
4
0
0
字
程
度
、
様
式
自
由
、

自
筆
)
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
た
も
の
を
、
囹
}
‘へ
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
不
可

期
限
H
1
0

月
3
1日
必
着

申
・
問
先
日
区
民

課
多
文
化
共
生

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
-
7
7

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者

に
通
知
を
送
付
し
ま
し
た

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
が
あ
る

人
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
、
検
察

官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分
が
適
当
で

あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
任

期
は
6
ヵ
月
で
、
そ
の
間
は
裁
判
所

の
非
常
勤
職
員
と
な
り
ま
す
。

候
補
予
定
者
の
方
に
、
通
知
と
調

査
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
調
査
票
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
問
先
日
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1
-

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
1
0月
1
1日
受
付
開
始

表1 区有地売り払い入札物件

10月の休日納税・納付相談

日時=10月22日( 日) 、午前9時～午後4時

場所= 区役所 お問い合わせは、

納税相談係S3880- 5236

納税課徴収推進係03880 ―5237

こくほ年金課納付相談係S3880 ―5243

介護保険課収納管理係03880 ―5744

区民の声相談課が移転します
法律相談や交通事故相談、区民相談などを担当
している区民の声相談課は、10月30日に、現在の
区役所北館4 階から中央館2 階へ移転します。
問先= 区民の声相談課相談係03880 ―5111㈹

10月16日～22日は行政相談週間
暮らしの中での、国の仕事などに関する苦情や意

見・要望は、行政相談委員が相談に応じています( 表2)
。委員 は総務大臣 から委嘱さ れた民間有識者

で、皆さんからの相談に、適切な処置や助言を行い
ます。相談内容の秘密は厳守されます。
・ 特設相談窓口を開設します
日時=10月17日㈹・18日㈲、午後1時～4時場所=
区役所1 階区民ロビー 申込= 当日直接会場へ
・ 定例の行政相談( 予約制)
日時=毎月第3金曜日、午後1時～3時場所=区
民の声相談課相談係 申込= 電話

いずれも
問先= 区民の声相談課相談係S3880 ―5111代

表2 行政相談委員一覧

「飲酒運転根絶運動スローガン～飲酒運転はしない、させない～」 ( 交 通安全係》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

催

し

物

消
費
者
講
座
「
旬
の
魚
の

お
ろ
し
方
・
盛
り
付
け
方
」

日
時
=
1
1
■
i
月
1
4
日
収
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

場
所
ト
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
過
去
に
こ
の
講
座
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
方

内
容
H
調
理
実

習

講
師
H
足
立
市
場
職
員
お
よ
び

魚
食
普
及
委
員

定
員
=
4
0人
(
抽

選
)

※
保
育
あ
り
。
6
ヵ
月
以
上

就
学
前
ま
で
、
定
員
1
0人
(
抽
選
)

費
用
卜
5
0
0円(
食
材
費
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
電
話

番
号
、
保
育
希
望
の
有
無
、「
旬
の

魚
講
座
希
望
」
を
明
記

※
申
し
込

み
は
、
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1
人

期
限
卜
1
0月
2
4日
必
着

申
・
問
先

卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
D

消
費
生
活
展

日
時
=
1
0
月
2
8日
出
・
2
9日
脚
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時

内
容
H
消
費

者
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、
生
活
関
連
企

業
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
/
地
場
野
菜

の
販
売
/

傘
修
理
/
A

ふ
ら
ん
き

(足
立
障
害
者
相
互
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
)
の
お
店
/
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ノ
バ
ザ
ー
・
食
品
即
売
・
喫

茶
/
税
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

4
・
体
温
計
・
体
重
計
・
血
圧
計
な
ど

の
精
度
確
認
を
行
い
ま
す

都
計
量
検
定
所
が
、
体
温
計
・
体

重
計
・
血
圧
計
な
ど
の
精
度
確
認
を

行
い
ま
す

。
希
望
す
る
方
は
、
家
庭

に
あ
る
計
り
を
当
日
会
場
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
手
首
式
・

指
式
の
血
圧
計
と
、
耳
式
の
体
温
計

は
精
度
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

4
ミ
ニ
講
座
(

各
3
0
分
程
度
)

内
容
等
H

▽
2
8
日
出

、
午
前
一
‥一
時
・
:

「
振
り
込
め
詐
欺
と
空
き
巣
撃
退

法
」

▽
午
後
1

時
3
0
分
…

「
消
火

器
・
火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
に
ご

用
心

」

▽
2
9
日
剛
、
午
前
1
1
時
・
午

後
1

時
3
0
分
…

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
活

用
術
」

▽
午
前
一
1
1
一
時
4
5
分
…

「
落

語
・
悪
質
商
法
」

い
ず
れ
も

場
所
ト
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

問
先
卜

消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
(
3
8
8
0
)
5
3
8

″
0

計
算
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
珠
算
競
技
大
会

日
程
よ
1
1一月
1
9日
脚

場
所
卜
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
等
卜
表
3

申
込
卜
窓
口

期
限
卜
1
0月
3
0日

申
・
問
先
卜
青
少
年
事
業
係

日
(
5
2
4
2
)
8
(
-
6
Q
・
)

表3 計算フェスティバル・珠算競技大会競技一覧

西
保
木
間
み
ん
な
の
お
ま
つ
り

日
時
H
1
0月
2
2日
向
、
午
前
1
0時
3
0

分

対
象
H
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
卜
神
輿
/
遊
ぼ

う
作
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
/
模
擬
店
/
ガ

ラ
ク
タ
市
ほ
か

申
込
H
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
H
西
保
木
間
児

童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

区
立
小
・
中
学
校
連
合
行
事

・

小
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
音
楽
会
:
八
月
2
9
日
～
1
2
月

1
日
、午
前
の
部
・
1
0
時
開
演
/
午

後
の
部
・
O
時
4
5
分
開
演
▽
連
合

展
覧
会
(
家
庭
科
)
…
1
2
月
6
日
～

1
2
日
介
一
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
最
終
日
は
正
午
ま
で
)

▽
連
合
児
童
画
展
:
1
2
月
1
5
日
～
2
0

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
(
最
終

日
は
正
午
ま
で
)

・

中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
英
語
学
芸
会
…
1
0
月
2
0
日

面
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
▽
連

合
音
楽
会
・
:
一
1
1
1
1
月
8
日
㈲
・
9
日

困
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
▽
連

合
演
劇
発
表
会
・
:
一
1
1
一
月
1
4
日
～
1
6

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
▽
連

合
展
覧
会
(
区
展
)
:
八
月
1
6
日
～

2
1
日
(
書
写
・
美
術
)
、
2
3
囗
～
2
8

日
(
技
術
・
家
庭
)
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
2
1
日
・
2
8
日

は
午
前
の
み
)

▽
書
き
初
め
展
…
1
9

年
1
月
2
6日
～
2
月
1
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
(
最
終
日
は
午
前

の
み
)

い
ず
れ
も

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
、こ
ど
も
科
学
館

問

先
卜
学
校
運
営
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
6
Q
U

足
立
区
郷
土
芸
能
大
会

日
時
日
1
0
月
2
2
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
5
0
分
場
所
日
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル
内
容
H
足
立
区
郷
土
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
か
ぐ
ら
能
保
存
会
に
よ
る
お
囃
子
・
神
楽
・

獅
子
舞
・
和
太
鼓
ほ
か
申
込
卜
当

日
直
接
会
場
へ
問
先
=
郷
土
博
物

館
啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
Q
1
1
y

足
立
区
合
唱
祭

日
時
H
1
0月
2
2日
向
、
午
後
2
時
3
0

分

※
開
場
は
3
0分
前

場
所
H
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル

出
演
日
区
内
な
ど
で
活
動
中
の

合
唱
団
体
(
2
9団
体
)
に
よ
る
合
唱

の
祭
典

申
込
日
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

雪
(
3
8
8
0
)
5
9
8
戸
D

1
1月
の
星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
日
▽
4
日
…

「
徳
永
英
明
」
特

集

▽
一
1
1
一
日
・
1
8日
…

「
Z
A
R
D

」

特
集

▽
2
5日
…

「
平
井
堅
」
特
集

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

、
午
後
6

時
開

演

費
用
H

▽
大
人
2
0
0円

▽
小
・

中
学
生
1
0
0円

※
未
就
学
児
で
の
座

席
使
用
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

申
込
H
1
0

月
一
1
1
一
日
か
ら
発
売
の
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入

※
夜
間
事
業
の
た
め
、
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

場
・
問

先
H

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科

学
館

雪
(
5
2
4
2
)
8
1
6

『
-

若
年
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0
月
2
5
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
卜
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
東
京
芸
術
セ
ン

タ
ー
8
階
)
対
象
日
都
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

内
容
H
「
イ

メ
ー
ジ
に
惑
わ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
?

会
社
の
お
シ
ゴ
ト
、
ポ
ン
ド

は
ど
う
な
の
?
」・
:
営
業
・
販
売
・

人
事
な
ど
、
仕
事
の
内
容
を
正
し
く

理
解
し
て
、
効
果
的
に
就
職
活
動
を

進
め
る
方
法

講
師
卜
池
雅
子
氏

(東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
就
職
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
士

定
員
H
2
0
人

(先
着
順
)

申
込
日
電
話

申
・

問
先
日
就
労
支
援
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
4
6
9

腐
葉
土
作
り
講
座

日
時
=
1
2
月
6
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
卜
都
市
農
業
公
園

対
象
日
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

内
容
日
腐
葉
土
に
つ
い
て
の
講

義
と
作
業
体
験
(
筆
記
用
具
と
軍
手

を
持
参
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
)

定
員
H
3
0人
(
抽
選
)

費
用

卜
3
0
0円(
容
器
代
)

申
込
日
電
話

ま
た
は
(

ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
古

、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
腐
葉
土
作
り
講
座
希
望
」
を
連
絡

期
限
犬
1
1
1
1

一
月
1
5日
必
着

申
・
問
先

卜
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
・
祝
日
休

館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
9

【】―
(り
l
l

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

講
座
「
身
元
調
査
と
人
権
侵
害
」

日
時
H
1
0
月
2
1
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

対
象
卜
人
権
・
同

和
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
卜

戸
籍
謄
本
な
ど
に
か
か
わ
る
身
元
調

査
と
人
権
侵
害
に
つ
い
て
考
え
る

定
員
目
9
0人
(
先
着
順
)

申
込
日

電
話

申
・
問
先
日
人
権
・
同
和
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
9
7

公園まるごと おもちゃ箱
日時=10月22日(日) 、午前10時～午後
3 時 ※ 雨天中止 場所= 元渕江公
園 内容= 木 と一緒 に遊ぼ う/ ポ
ニーと遊ぼう( 有料) ほか ※ 内容
は変更になる場合があります。公園
には駐車場がないため、車での来園
はで きませ ん。 申込= 当日直接会
場へ 問先= 公園利用促進係

S3880- 5897

遊びがいっぱい　青少年センター
・ こども・ゆめ・クラブ
日時=10月14日出、午後6時～8時場所=ギャラクシティ・
こども科学館 内容= 望遠鏡を使った星空観察( アストロ コー
ス) 対象= 小・中学生( 小学3 年生以下は保護者同伴) 定員=20

人( 先着順) 費用=50 円( 保険料) 申込= 電話 申先=
青少年事業係
・ ゆめ広場へおいでよ「電子ブロックであそぼう」
日時=10月28日収)、午後1時～4時(入退場自由)場所=ギャ
ラクシティ・こども科学館 内容= ブロックを組み合わせてラ
ジオや音のなる機械 などを組み立てる 対象= 小・中学生( 小
学3 年生以下は保護者同伴) 申込= 当日直接会場へ ※ 受け
付けなどの手伝いができる小学生以上のサポーターも募集。希
望者は、事前に連絡してください。
・ あそびの広場へおいでよ
日時等=[〉10月14日出…「ストローでヒコーキと人形を作ろう」
にO月21囗( =L) …「秋だ! 読書だ! 絵本作りだ冂※ いずれ
も、午後1時～4時(入退場自由)場所=ギャラクシティ・
こども科学館 対象= 中学生以下( 幼児 は保護者同伴) 申込=
当日直接会場へ

・ 青少年を地域で育てる大人のためのワークショップ「身近な
自然で遊ぼう 冂( 3 回制)
日時=①11月12囗(日) 、午前10時～午後2時②11月20日㈲、午
後7時～9時③11月26日(日) 、午前10時～午後2時※ ①、②
のみの参加 も可 場所= 【〉①③… 学びピア21 ・荒川土 手 レ②
… ギャラクシティ・ 青少年センター 内容= 身近な自然を楽し
む体験をし、その楽しみを子どもに伝える方法を学ぶ 対象=
高校生以上 定員=30 人( 先着順) 講師= 小林毅氏( 岐阜県
立森林文化アカデミー教授) 費用=[ 〉①③… 各50円( 保険料)
持ち物=[ 〉①③… 昼食・雨具 申込= 電話・ファクス・E メー
ルで、氏名、連絡先を連絡 申先= 青少年事業係

いずれも
問先= 青少年事業係 B5242 ―81690x15242

―8165
Hsei shounen@ci t yadachi t okyoj p

掲

示

板

・
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

満
7
0歳
以
上
の
都
民
は
、
申
し
込

み
に
よ
り
、
都
営
バ
ス
、
都
営
地
下

鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス
を
利
用

で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

の
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
費
用
H

▽
住
民
税
課
税
の
方
・
:
2
万
5
1
0円

▽
住
民
税
非
課
税
の
方
…
千
円

※

税
制
改
正
に
よ
る
経
過
措
置
あ
り

申
込
日
費
用
と
、
保
険
証
や
運
転
免

許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
、
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
の
方
は

住
民
税
非
課
税
証
明
書
な
ど
を
持
参

申
先
日
シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
営

業
所

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
問
先
日
社
東
京
バ

ス
協
会
専
用
電
話

啻
(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

・
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
の

進
め
方
セ
ミ
ナ
ー

日
時
日
1
0
月
1
5
日
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
H
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
日
電
話

申
・
問
先
H
N
P
O
法

人
集
合
住
宅
管
理
保
全
協
会

啻
(
5
8
3
8
)
0
1
-
2
1
-

ケーブルテレビ足立で放送中

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』

ひ かっち譱組宗内

今回の番組( 10/ 23～29) は、
「ルックi nあだち

千住の魅力再発見! ( 仮称)」1
日2 回放送
( 午後O時30分、午後6 時)

江戸四宿のひとつ「千住宿」とし て
栄えた歴史あるまち 、千住。今もなお
当時の面影や下町情緒あふれる町並み
を残し 、訪れる人を魅了し続けていま
す。さらに千住は現在、あだち産業芸
術プ ラザや、東京藝術大学千住キャン
パスのオープンで、新しい文化 ・芸術
の発信地としても大きな注目を集めて
います。
新旧が融合し、新たな 発展を遂げる

千住の魅力を紹介します。 《広報係》

広 告 社会福祉法人あいのわ福祉会 視覚障害者ガイドヘルパー研修 費用=22, 625 円 け キスト代、保険料含む) 資格減額有
開催日= 平成18年11月23、25、26日の3 日間 問い合わせ= 酋03( 5682) 7272 担当: 渡邊11 月6 日㈲締め切り
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「
自
分
は
、大
丈
夫
」は
禁
物
で
す
!

～
乳
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
～

日
本
人
女
性
の
約
2
0人
に
1
人
が
乳
が
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
が
ん
は
早
期
発
見
・
治
療
す
れ
ば
、
9
5
%が
治
癒
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
毎
月
の
自

己
検
診
と
定
期
検
診
が
と
て
も
大
切
で
す
。

乳
が
ん
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

乳
が
ん
は
、
乳
腺
に
で
き
る
悪
性

腫
瘍
で
、
症
状
は
乳
房
の
し
こ
り
・

陥
没
・
ふ
く
ら
み
な
ど
で
す
。
こ

の
様
な
症
状
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
が
ん
細
胞
が
血
管
や
リ
ン
パ

管
を
通
り
、
全
身
へ
広
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

近
年
、
乳
が
ん
に
か
か
る
人
の
数

は
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
2
0年

前
に
比
べ
る
と
2
倍
以
上
に
な
り
ま

す
。都

の
乳
が
ん
死
亡
率
は
、
全
国
平

均
の
1
。
2倍と
高
く
、
毎
年
千
人
余
り

の
大
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年

齢
別
で
の
死
亡
者
数
は
、
3
0歳
代
か

ら
増
え
始
め
、
さ
ら
に
4
0・
5
0歳
代

に
か
け
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
)

。
女
性
の
壮
年
層
(
3
0歳
か
ら
6
4

歳
)
で
は
、
が
ん
死
亡
原
因
の
ト

ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た

め
に
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う

乳
が
ん
の
原
因
は
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
関
係
し
て

い
て
、
だ
れ
で
も
か
か
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
か
か
り
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、
当
て
は
ま
る
人
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
(
図
2
)
。

乳
が
ん
の
初
発
症
状
の
9
割
は
、

乳
房
に
で
き
る
し
こ
り
で
す
。
毎

月
1
回
の
自
己
検
診
と
医
療
機
関
で

の
検
診
が
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

一
番
の
方
法
で
す
。
自
己
検
診
の
時

期
は
、
毎
月
の
生
理
が
始
ま
っ
て
5

日
か
ら
7
日
目
、
閉
経
後
や
生
理
の

な
い
人
は
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ

う
(
図
3
)
。

区
で
は
、
1
9年
3
月
3
1日
現
在
、
4
0

歳
以
上
で
偶
数
年
齢
の
女
性
区
民

の
た
め
の
乳
が
ん
検
診
(
自
己
負
担

あ
り
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
区
内
5
ヵ
所
の
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
2
面
表
4
)
と

成
人
保
健
係
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
く
わ
し
い
内
容
は
、
あ
だ
ち
広

報
8
月
1
0日
号
3
面
や
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図115 年都・年齢別乳がん死亡者数

こ
の
記
事
の

お
問

い
合
わ
せ

は

、
成
人
保
健
係
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

刪
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
c
i
t
y

a
d
a
c
h
i
t
o
k
y
o
j
F
)
`

乳がん手術後、間もない方の交流会

11月9日(木) 、午後1時30分～3時30分
対象= 区内在住で、乳がん手術後間
もない方や手術後に不安がある方
内容= 乳がんの手術を受けた方たち
の情報交換や交流 申し込 み方法=
電話 場所・申し込み・問い合 わせ
先= 千住保健総合センター

B3888 ―4277

図3 乳がんの自己検診項目
・乳房にしこりがある
・左右の乳房の形に変化がある
・乳房の皮膚にえくぼやひきつれがある
・乳房の皮膚に発赤、浮腫、ただれがある
・乳頭から異常な分泌物がある
・わきの下のリンパ腺が凾れている
※上の症状が1 つでもある場合には、乳
腺専門の医療機関で受診しましょう。

図2 乳がんにかかりやすい人の傾向
・家族( 祖母・母・姉妹) に乳がんにかか
った人がいる

・乳がん、そのほかの乳腺疾患にかかった
ことがある
・30歳以上で初めて出産した
・出産経験がない
・初潮が11歳以下、閉経が55歳以上
・閉経後の肥満
・10年以上ホルモン補充療法を受けている
( 財団法人 日本対がん協会資料より)

30歳で乳がんを体験
今回、乳がんの体験を持つ石井美

幸さん( 保木間一丁目在住) にお話

を伺いました。

「保健総合センターで、乳房模型
を触ってみたんです。乳がんのしこ

りって意外に固いものだと思いまし

たね。 そのとき、乳がんの検診八

ガキを貰って帰りました。」
しばらくして、自身の胸にしこりがあることに気が付

いた石井さんは、区の乳がん検診を受けました。
「自分では、脂肪のかたまりだと思っていたしこりが、

乳がんと分かり直ぐに手術を受けました。」
退院後には、『乳がんの手術後、間もない方の交流会』

をきっかけに、自主グループ・たんぽぽの会にも参加O　

「手術後の不安もたんぽぽの会に参加して、乗り越え

られたんだと思います。」 子育てに仕事にと忙しい石井

さん。最近は、健康のために エ アロビクスにもチャレ

ン ジしているとか。明るい笑顔が印象的でした。

ピンクリボンあだち
ミニウォーク& 講演会

10月19日(木)、午後1時～4時30分
ピンクリボンは、乳がんを早期に発見する大切さを啓発する活

動のシンボルマークです。「ピンクリボンあだちミニウォーク&
講演会」は、千住保健総合センターなどで活動している区民の自
主グループ「たんぽぽの会」が主催しています( 表1) 。 どなた
でも参加できますので、当日直接会場へお越しください。
問い合わせ先= 千住保健総合センター03888 ―4277
表1 ミニウォーク& 講演会日程一覧等
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